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好熱放線菌と其の産生ずる抗生物質の研究
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緒 F司 
或る種の細菌，カぜ，放線菌，藻類が一般微生物の発育の限界を越えた温度即ち 500 
或は 750Cの高温に於ても正常に生活し得・ることは古くから知られている現象で， これらを好
熱微生物 thermophilicmicroorganism主総称してしらの この好熱微生物で最も重要視さ
れているのは，堆肥等の醸酵上に果す役割である O 従って Gaughran'くりによる好熱微生物に
関する詳細な総説は主として好熱細菌の由来，自然界に於ける分布，代謝について考察をめぐ
らしている O 叉，好熱放線菌は 1888年 Globig<宮川こより先ず土壌より分離され，続いて 
9LくNegre，Noack~8)，tze(7)註Sch小.Miehe)，Gilbert(5，Tsiklinsky(4)，Rabinowitch(3)
Lieske(10)，Bruini(ll)，Kedezior(l2)等に依って，土壌，堆肥，まぐさ，排活物，腸管，空気，
下水等の読料から分離されている O これらは当時 Streptothrix，Cladothrixその他の名称
で呼ばれた場合もあったが，いづれも真性分校をなし，定型的な放線菌集落を形成する今日の 
FamiIy actin01uycetaceaeに属するものであった。その後 Jensen(13)等の優れた業績がみ
られ，更に近年好熱放線菌の総括的研究が Waksman，Umbreit，Cordon(14)等によりなされ
た。しかしながら好熱微生物の産生する抗生物質に関してはその報告が少く，僅かに 1949年 
Rode(15)等が糸状菌，放線菌，細菌で， 520Cにおいて発育し得るものについて，プルセラ菌及
びその他の菌に対して抗菌作用を検討し，堆肥より分離した一糸状菌のベエシリン産生を報告
し，叉 R.Schone(l6)は 1951年土壌，牛乳，歯垢，熔疾等より分離した thermophilicstrepto・ 
mycesについて組織的な抗生物質産生能力を検索した結果 600Cにおいて土壌より分離した 
streptomycesの1株で，その菌学的性状が St.thermophilus G i1bertに一致するものよ
り新抗生物質 thermomycinを分離した。この抗生物質は培養潟液より硫安により塩析され， 
C. diphtheriaeに強い抗菌作用を有し， L. monocytogenes vこも弱L、作用を有するが，葡萄
球菌，大腸菌を含めた他の菌には無効で、あった。
当研究所においでは中温土壌放線菌の streptomyces属以外にも抗生物質産生株を求めて 
nocardia属その他に広く抗生物質産生微生物を探索しつ Lあるが，著者は相磯教授の指導の
許に好熱放線菌の分野を担当し，各種土壌，堆肥等より好熱放線菌を選抗的に分離する法を考
案し，これにより 2000の菌株を蒐集し好熱放線菌の分布，抗生物質産生力の検索を行い，数種
の有効株を得た。叉これら有効株の菌学的研究，生理研究により分類を試み，且つその産生す
る幾つかの抗生物質を単離し，その性状について研究を行った。分離株中には現在迄に記載を
みない新種と思われるものが寄在し，且つ有効株より単離された物質は好熱放線菌より曾って
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得られた抗生物質と異ることが判明したのでこ Lに報告する次第である O
好熱放線菌の分離並びに分布
好熱微生物を普遍的に分離培養することは培養温
度が 55~600C 前後であり，寒天培養基が利用し難
いため比較的困難であるの従来諸学者により用いら 
れた方法として，プイヨン法，馬鈴薯培地法等が文
献にみられる。著者も亦これらの分離法を追試し， 
且つその他に卵培地，凝固血清培地等の平板に依る
分離法を試みた。しかしながら好熱菌の多数が活濃
な運動性を有する好気性の芽胞菌であるため，放線
菌集落の大部分はこれらに汚染されて，純培養に成
功するものは非常に限られた数となる。これを防止
するために抗菌性物質の応用に考え及んだ。これら
抗菌性物質の好熱菌に対する作用は殆んどその記載
を見なし、のであるが，吉岡(17)は既に中温放線菌の選
択的培地に nitrofurazoneを応用している。そこ
で fhracin及び streptomycinを使用して予備実
験を行った。
プイヨンに streptomycin或は furacinをそれ
ぞれ千分の 1，1万分の 1及び 10万分のuこ加え，
土壌稀釈液を1.0cc接種し， 550Cに培養して逐日
その細菌数の愛動並びに放線菌の発育状況を観察し
た。し、づれの場合も次第に細菌数は減少し， strepto-
mycinでは 5日， furacinでは4日後放線菌集落
が液中に浮遊する様になる。 streptomycinではそ
の高温における不安定性のためか， 3日後再び細菌
数が増加し始める。叉 streptomycinは中温放線
菌の発育に或程度阻止作用を有することから，これ
らの懸念のない furacinがより適すると考えられ
た。次に培養基の組成の問題であるが， Waksman 
(14)等によれば好熱放線菌の場合650Cに於て分離し
た場合と， 500Cに於て分離した場合と菌種に殆ん
ど差異がないとされている故寒天濃度を増し乾燥を
防ぐため，厚さを増したツアペツク寒天平板を使用
し 500Cに培養することとした。第1表に furacin
第 1表好熱放線菌の分離法(土壌の好熱菌の
分布〉数字は平板上の集落数
0.2%ペプ寒トシ加0.29るペプトン加天培養基 ヅアペック 天ヅアベツグ寒 5万×ブラシン
釈土壌培稀数 細菌 1放線菌!糸状菌 細菌防線菌|糸状菌。。
1x 18，200 150 
10x 1，700 50 
50>< 340 20 
100x 160 20 
加ツアベツグでの分離例及びその際混和する土壌稀
釈液の稀釈倍数について検討した結果を示した。普
通培養基では糸状菌は多《の場合出現をみないが，
furacinを加えた場合や L増加する様である。しか
しその数は問題にならなし、。最も著明なことは
furac加を加えた場合には細菌集落が全く出現しな
レことであり，これは高温に於て発育する細菌は多
く芽胞菌であり，これらが総て高度に furacinに感
受』性を有するためで、ある。従って furacinの添加は
中温放線菌の分離の場合以上にその威力を発揮する
ことが判明した。土壌の稀釈倍数については第 1表
の如く 50~100 倍が最も好適である。叉土壌種類別
の分離例は第2，'3表に示した。
第 2表抗菌性好熱放線菌の分布
採集試料
堆 肥 
肥沃土壌(畑土〉 
落葉林土壌 
温 泉 土 壌 
二l土 他 
J仁LI 計 
|試料数|有効株
80 
814 
65 
21 
24 
2 
234 
15 
14 
5 
1，000 268 
第 3表好熱放放線菌の他の好熱菌に対する
出現率(フクシン加ツァ〈ツグ培地に依る〉
試料 1pH1;線蓄!細菌|糸状菌|稀釈倍数
49 1，000x 
土壌E
土壌工
448 1，000 
堆肥 79 1，000 
最終的に平板に依る好熱放線菌の分離法は次の知
く決定した。即ち 0..2%ペプトン加グソレコ{スヅア
ペツグ培養基に寒天を 3%とし，更に 5万倍稀釈に
furacinを加えたものを分離培養基とした。土壌試
料の 50~100 倍稀釈液 1 cc及び 450Cに融解せる培
養基 25ccをぺト P皿中で混和平板とする。寒天冷
却後 50οCのブラシ器中に 72時間培養し，好熱放線
菌の出現を待つ。
この様にして好熱放線菌が選訳的に分離され 
2，000株が蒐集された。 Cameron及び Estyは好熱
1，360 5 菌を370C，500Cの何れでも発育可能な facultative。。460 。 typeと370Cでは殆んど発育しない obligatetype 。。 290 1 とに分けてし、るが，著者がこれら分離株の 270C，37。。 180 10 OC，500Cの厳密な発育試験を行った結果 obligate 
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thermophi1icなものは約 1/20に過ぎなかった。
野熟放線菌有効株の選~Ij
上述の如く分離した放線菌々株につき抗生物質産
生株の第 1次，第2次選別試験を行った。その方法
は大体中温放線菌のそれにならった。即ち第 1次選
別は Waksman等の所謂 Cros部s-喰引叫treakS 王
によることとしし，使用した培養基は普普:通寒天培養
基，ツアぺツグ寒天， 1%グノルしコ-寒天， 3ヲ%合グリ
セリン寒天を用い，被検菌としては M. pyo. 209 
p，E.coli F1，B.subtilis，Mycobact. avium， 
Mycobact. ATCC 607，Asp. nigerの6菌種を用
いた。前培養は 500C72時間，後培養は 370C48時
‘問とした。
生菌抗菌像並ひ、に後に述べる菌学的所見から同ー
のグル{プに属する株を類別して有効株を 14群に
分った。各都ミ中の株数は第 4表の如くである。その
各培養基別の生菌抗菌像を第 5，6表に示した。代表
的なグルコース寒天J二の成績をもってその傾向を通
覧すれば有効株はグラム陽性菌即ち， 209pと B. 
subtilisに有効なものが最も多数出現し， 1群を除
いて総て多少なりとも作用している。 しかし 209p
と B.subtilis vこ対する作用は必ずしも平行しな
い。次いで烏型結核菌に有効なものが 6群， 607菌， 
Aspergilhlsの順で，これにつぎ， E. coliに作用
する Fものは 3群で、最も少数で、あった。叉その阻止作 
用もグラム陽性菌に対するものが強く，大腸菌に対
するものは弱く，この傾向は中温放線菌の場合と略
同様である。培養基間の優劣は勿論株に依って異る
ものであるが，中温菌と異り 3%グリカリン寒天，
苦普二通寒天培養基が抗酸性菌有効物質の産生に好結結.果
並ひびびミご、に温泉土壌より分離したものが最も出現率多
く，堆肥は放線菌数は多いが ant“叫ticindexはibio
低し、ことが判明した。 
第 4表検銃に依る菌株の分類…myces lT… cesc…
群株数 群|株数 
1 
3 
5 
6 
7 
9 
10 
11 
13 
14 
計 10 
18 
9 
7 
6 
4 
4 
8 
5 
1 
I 63 
2 11 
4 1 
8 2 
12 9 
第 5表 1.各群別代表彰|ミの各培地に於ける生菌抗菌像
数字は平板上に於ける阻止帯の長さを mmで示す 
B.subti1is M. ATCC 
l乱'I.tuber司test organisrn M. aureus Asp. niger I.._._.6oi culosisE. coli Fl 209pmedium aVlurn 
group No. P. A!C.A!P.Alc.Alp;Alc.A 。。 。。。。。1 (B-1) 10.0 12.0 6.5 8.5。。。。。。。。。2 (C~19) 4.09.0 6.0 6.0 6.59.5 3.0。。11.3 (A-26) 16.0 17.0 10.0 。。。。。。。 0 4 ( 93) 5.0 6.0 9.0 10.0 。。。。 。32.05 (A-25) 29.0 3.0 2.0 30.0。。11.0 。。 。8.0 10.0 10.07.0 10.010.06 ( 36) 。16.5 8.07 (A-59) 19.0 15.5 11.0 5.515.0 10.0 。。。。。3.04.0 5.08 ( 1) 。。 
13.0。。10.0 。 5.0 5.0 5.0 5.06.0 4.09 (8-78) 13.0 6.0 。。。。。。14.0。。。 ‘6.010 (A-14) 5.0。。。。。。10.019.0 10.0 10，518.011 ( 15) 。。。。。。。。。。12 (F-20) 7.0 
。。。。 10.0 
。。。。。。。8.08.0 3.0 5.013 (A-22) 
9.0 .13.08.5 8.0 9.0 8.514 (8-43) 
P. A: 2% plain agar C.A: 1% glucose nutrient agar 
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第 6表 II.各群別代表株の各培地に於ける生菌抗菌像
数字は平板上に於ける阻止帯の長さを mmで示す 
M. tuber咽test organism M. aureus M. ATCC Asp. niger E. coli F1 B.subtilis culosis607209Pmedium avlUロ1 
group No. ‘ 山 AjCD.A拘 A!CD.AjglY. A!CD. A gly. A(CD. Aj 肋 .AllcD.AlSly-AJ lcD.A 
。。。。。。。。1 (B-1) 9.0 10.0 7.0 8.0。。。。 。。。。。。2 (C-19) 8.5 6.05.6 7.0 6.0 8.0 7.09‘O 。。11.3 (A-26) 16.5 17.0 9.0。。 0 。。。。。。4 ( 93) 5.5 5.0 8.08.5 。。。。。。5 (A-25) 31.0 30.0 3.0 28.02.0。。29.0 。。。。 7.0 6.06 ( 36) 9.58.0 9.0。15.0 。 6.5 24.0 。。。。。。。。 
7 (A-59) 8.0 10.0 9，0 8.0 8.0 
8 ( 1) 3.0 4.0 。。 3.5 3.0。。 
。。20.0 
9.09 (Bー78) 14.06.06.0 7.0 11.0。。。。。。 。10.0。。。 10 (A-14) 6.0 5.0。。。。。。 12.515.0 15.011 ( 15) 7.5 8.0。。。 13.0 12 (F-20) 9.55.0 5.0。。。。。。。。。。。。。。 13 (A-22) 7.0 6.0 4.0 。。 。。 4.5 12.014 (B-43) 11.0 10.0 10.0 9.0 9.09.5 11.0 
gly. A: 3% glycerin agar CD.A: Czapek agar ‘ 
次でこれら有効株の振謹培養に依る第2次選別試
験に移った。振謹装置は通常の振謹器を使用し，特
に考案した 500Cの恒温室に於て培養を行った。培
養基は通常振謹フラスコに 100cc宛分注したが，時 
に液量を 200cc，250 cc Vこ増量した場合もある。培
養基の組成はツアペツグ， グノレコ{ス・スターチプ
イヨシ，グリセリン・プイヨシ等を用いた。各抗生
物質の抽出例に於て述べる様に，好熱放線菌の抗生
物質を液内培養で産生せしめることは困難をきわ
め，菌株の性質と Lて 500Cの適温に於ても発育微 
従来幾多の混乱がみられたことは既に触れた所であ
るが Kodezoir，Berestnev，Tsiklimsky，G i1bert 
及び Mieheの時代より Thermophi1icactino-
mycesは2つの特徴的な groupがあることが知ら
れていた。 1つは真直な，或は spiralを形成する
真性気菌糸に胞子の連鎖を生ずるもので，これは今
日の streptomycesに属するものである。今 1つ
は菌糸より生じた短い分校に 1佃の胞子を着生する
もので，初め Tsihlinskyにより Thermoactino・
mycesと命名されたものである。 この様な真性気
弱なものは振謹培養を累代して発育旺盛な~異株を 菌糸を生ぜず唯 1個の胞子を着生する属にゆrskov
得，通性好熱性になり得るものは 370C Vこ馴化せし 
める等，種々特別な考案を必要とした。叉好熱菌ー
般の特徴として，菌の発育とその代謝が，中温菌に
比較して極めて急速且つ烈しいため，振謹培養期間
中頻繁に試料を採取し，抗生物質の液内における消
長を追跡せねばならなかった。
この実験の結果，抗生物質産生のための安定な条
件，時間を補捉し得たものは第 3，5，7，11群の夫々
A~26， 25，59，15の各株で、あった。 
分離株の分類と有効株の菌学的研毘 
次いで分離株の形態学的並びに生理化浮作用によ 
る分類を行い，振翠培養により有効物質を産L，抗 
生物質の抽出実験の行われた代表株について菌学的
研究を行った。好熱放線菌の命名，分類に関しては 
(18)により Micromonosporaなる属名が与えられ
て以来，好熱放綜菌の前記第2の groupも叉この
属に抱含させる意見が Waksman等により提出さ
れた。 Miehe，Bruiniが Act.thermophi1usと
命名したのはこの The工rmoactinomyce討 凶S 
monospora grou叩pに屑する。しかるに近年 Waks-
Inan及び Corke(19)はその後の詳細な研究より 
Thermoactinomyces と Micromonospora は 
2つの異った属で、あると考えるに至り， Genus 
Micromonosporaφrshovと GenusThermo-
actinomyces Tsiklinsky とに分った。 1948年
Bergey's manual(20)のこの部分の項の記載が不充
分であるので以下著者の菌学的研究には最近の
Waksmanの論文並びに Waksmanand Leche-
前記 14群の普通寒天修養基及びツアベッグ寒天
上における形態学的検索を行って 2属に分った結果
は第4表の如くで， Waksman の thermoacti-
nomyces の特徴を有するものは 4群 23株であっ
た。これは即ち菌糸より分校した胞子柄に 1個の胞
子を着生する。この胞子柄は非常に短いので一見胞
A: 第 9群代表株の定型的 streptomyces形態
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valier Actinomycetesand their antibio- 1の“ 図第 好熱放線菌の形態 
A Btics"を参照したo
子が直接菌糸に着生している様にみえる。 しかし B: thermoactinomyces第 群代表株の定型的4
Micromonospora と異るのは集落の一般的外見及 形態 
Streptomycesび真性気菌糸を着生し とこの点極
めて類似している。有効株の培養基上の特徴を第 表に記した。7
I iA-25 A-26 A-59菌株 株 株 、 株
¥J苛 予気菌剤発 育[注解皇|気菌剤発
1--1Czapek agar 純白 淡黄白色|紫色 淡黄禍色，円 白~灰白色!黄褐色乃|褐色1 l 1 - 1
I円形集落 形粟粒状集落豊 富|至黒褐色
IPlain agar i~笑貰褐色，極 1-1灰白色・斑点j 淡褐色白色 淡黄白色(淡紫色 -
II楕円形集落小円形集落 状に着生する
1-i: 1-1白点白Starch agar 黒褐色淡黄白色|淡紫色 黄褐色， 粟 灰白色粉状
IC I- IGlucose agar 中央 ー) 普通寒天に同 灰白色粉状!淡黄白色 
表8 好熱放線菌の生化学的性状第 
Streptomyces1.菌 A-25 A-15た。 の菌群は何れも紫色溶解性色素を， 
産生することが特徴である。しかし乍らこの様な溶
解性色素を産生する好熱性菌種はその記載をみず，12事)消化!溶島群 還元tase 1 υ什 廿 +
A-26 +3 十件 し，褐色の溶解性色素を作るとされている。反って
A-255 十 十 S.coelicolorこれら菌群は中温菌の によく類似し
円形集落 I ¥粒円形集落
7第 表 代表的有効株の培養上特徴
色状色
I I隆起円形集落 じ
亦各株代表株の生化学的作用を第 8，9表に纏め
代表株 1M瓦 I~房長FHF- loq 
1 B-1 +十 + 廿 唯 S.thermofuscusが合成培地で violetに発育
6 36 十
日 廿
十 十
てレる。 S.'とoelicolorは370Cで旺盛な発育を示す
十十十十
廿朴 
廿斗 
7 A-59 獄回+土 
H + 十 
9 B-78 + + 
H
10 A-14 顕間十十 十
11 15 -ij十 U 十
13 A-22 磁回4十 + 
14 B-43 十 十 十 + 
第 9表 好熱放線菌の生化学的性状
菌 
4 十
8 
12 
とされているが，それ以上の温度における発育につ
%、ては記載がなL、。従ってこの株は S.coelicolor 
の好熱恋具株か戒は S.coelicolorそのものと考え
られる。 
A-26株は如何なる培養基に於ても気菌糸を生じ
ない。この様なものを Krassilnikov(22)は Actino-
myces .sterilis と総称した。これらは人為的に気
菌糸を失ったものにも適用されるが，いづ、れも 
nocardiaと異って形態的に生化学的にも strepto-
mycesの性質を保持しているものである。 S.albus 
sterilis，S. viridis steri1is等に呼ばれる。.ゼラ
チユ/， ミルクの変・化，抗菌性により 3群に分たれて
し、るが， A-26株はゼラチ人ミルクを強く氷解し
且つ抗菌力が強し、所から，その第 1群の好熱性のも
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のと考えられる。 A-59株は表に記載された性質以 化はない。酸性水溶液では加熱に対し非常に安定で
外にその胞子は強い抵抗性を有し， 800Cでも生育し あるが，アルカリでは容易に破壊される。枯草菌，
得る胞子が残存し得る。この様な性質及び培養基上 葡萄球菌等のグラム陽性菌にのみ有効で、あり，グラ
の特徴， starchを氷解しない点から S.casei (Kra- ム陰性菌，抗酸性菌，カピ，酵母には無効である。 
ssi1nikovの A.invulnerable)に略一致する菌と 命前項に於て述べた如く A-251'，こ類似した A-15
考えられる。 は同様に赤紫色の溶解性色素を産生する株である
各株よりの抗生物質の単離 が，生菌抗菌像，菌の生物学的性状の相違と共にそ
1. A-25株の産生する抗生物質 の産生する抗生物質も酸性， 7ノレカリ性に於る呈色
有効物質産生の為の培養: この株の産生する抗 は同様であるが，ツアベッグ培養液で産生されず，
生物質は後に述べる様にリトモシヂ〆23)(24)(25)様の 肉エキス，ベプトン含有の培養基で、よく産生される
色素であるが， リトモシヂンと異り，ペプトンは抗 点並びに抗酸性菌にも作用する点に於て著しく相違
生物質の産生に有害であることが判明したので，培 していた。プイヨン培養基に 370C，48時間振謹培
養基に撚始ツアベック液を用いた。 500C72時間の 養した語液から塩酸酸性でクロロホルムで拍出され
培養で，この培養液は 209p菌に対し，通常 80--':320 る。大部分の性状は A-25の場合と同様である。
稀釈単位に到達する。 2. A-26株の産生する抗生物質
有効物質の抽出，精製，性状:'A-25抗生物質の 有効物質産生の為の培養: この菌株は偏性好熱
抽出は培養穏液より pH を 1~2 で酷酸エチノレで拍 放線菌であり，しかもその発育は非常に微弱である
出する。有効物質は更に重茨酸ソー〆或は炭隈ソー ので，抗生物質拍出の為の培養指液を作ることは非
〆或は炭酸ソー〆溶液に転j容され，この水溶液を凍 常に困難であった。振謹培養を累代することにより
結乾燥すれば，青色の粗粉末が得られるの更に粗粉 や L見るべき発育を示す菌株が得られた。
末の精製は第 10表の如くに行われ得られた赤色酸 培養条件はグγレコース，スターチ，グリセリン，
型精製物は mg当り葡萄球菌 209P l'こ対し 80.0から マノレト{スの糖源について検討したが， 1，%グルコ 
3，200稀釈単位を有する。~スプイヨンで最も良好な結果が得られた。 500C
本抗生物質は青色のアルカリ型で水，メタノ{ で 96時間培養後その力価は葡萄球菌 209p株に 80
ル，エタノールによく溶解するが他の有機溶媒に殆 ，，-，160稀釈単位に達する。
んど溶解しない。これに反し赤色の酸型のものはエ 有効物質の拍出，精製，性状: 有効物質の抽出
ーテル，酷酸エチル，アセトシ等の溶媒にも良く溶 例は第 11表に示す如くである。 nー プタノー ルで、拍
解する様になる。亜鉛末で脱色されるが抗菌力に安 出後濃縮液の 4倍量のエーテルを加えて有効物質の
第 10表 A-25物質の精製 
  
crude powder (alkaline form) -dissolved in acetone 

[2cc 
dissolved in Et・OH filtrate 
pH d l1.0一-2.0with HCαl 
ppt. concentrated acetone solution 
l add equivalent H20 
ppt. 日ltrate centrifuge 
25 cc 
H20 25 cc ppt. sup.一一| 
50 cc x640jcc 
dissolved in acetone 1-一「 
25 c-I 1add HBO l l~ lextracti25 cc 
Iwith ether 
c~;trif~ge Idr可ness ，¥ 
10ccI 
ppt. sup.-一一一一 
x160jmg dissolved in acetone 
aquous layer ether-layer ladd Hρ 
filtrateω ∞x 80/cc I 
ppt. filt. 
dryness in vacuo-I 
dryness 
x660-3200jmg 
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第 11 表 A~26 物質の抽出 
cul ture broth 

(PH85 

extractioil with 1/3 vo1.butanol 
aq. layer solvent layer 
concentration 
1 add 4 vol. ether 
preci pi ta tion 
Iwash町凶町dwith e 伽 n出叫 e
di旬叩olvedinmethanol ss 加 
precipitated by ether 
freez drying 
yellow powder 
第 12 表 A~26 株の抗菌像
一間 OTganism l???ion unit 
M.pyo var.aureus209P1160 
M. citreus 1600 
B. subtilis 80 
E. coli Fl ど10
Mycobact.avium く10
Mycobact. ATCC 607 く10 
Asp. niger <10 
褐色沈澱をメ九ノール溶液からエーテルで枕濃さ
せ，乾燥すれば，黄色の粉末が得られるの培養癒液
よりの収量は約20%である。
A-26物質は水，水飽和プタノ{ル，メタノーノLに
可溶であるが，エタノ{ノレ，エーテノ1ノ，アセトン，
石油エーテルには不溶か叉は難溶で、ある。水溶液の
pHは弱酸性を示す。燐タングステン酸，ピグリシ
酸， ライネヅケ;出，ノミリツタァ1<，酎殿鉛で1:'{:')殿しな 
い。 biuret，Molisch，maltol，坂口の反応は陰性
であり， ninhydrin反応陽性を示す。木物質も除性
で加熱に対し安定であるが，中性，アルカリ性では
似る不安定である。その抗菌像は第 12表に示す如
く，グラム陽性菌のみに有効であり，特に M.cit-
reusに特異的に作用する。 
3. A-59の産生する抗生物質
有効物質産生の為の培養: 木株は偏性好熱放線
闘であり， Mycobact. 607菌に有効なものである。
振濯培養に於て当初 37οCでは発育が頗る微弱であ
った。しかし 500Cで培養した場合には培養条件を
種々考察したにも拘らず，その培養磁波力側は32稀
釈単{立を越えなかった。そこでこの株を.370Cに馴
化させて，更に培養条件を検討した処， 19合グリセ
リンプイヨンで最高 1280稀釈単位を産生する様に
なった。 370C，48 ~ 72時間の培養磁波を用いて拍
出，精製を行った。
右効物質の拍出，精製，性状: 本物質は nー プタ
ノ._/v，酷酸エチノレ，酷酸プチルその他の溶媒に転 
i容せず， pH 5.6でエーテルに僅かに移行する。活
性炭末には吸着されず，種々な点でその抽出は困難
を極めた。抽出成功例は 80稀釈単位の培養液を pH， 
5.6で 1/2量のエーテルで 2回抽出し，溶媒層を集
めてさ硝で、脱水後，エーテルを追出せば黄色油状物
が得られる。 このものは 1280稀釈単位を有する。
更にこれにが]4f音量のアセトンを添加すると無効の
白色枕搬を生ず、るのでこれを糖過し室温に放置する
と白色針状結品が得られた。このものはグリセリン 
寒天稀釈法で測定すると 1，280，000倍で鳥型結核菌
の発育を阻止し略 Streptomycinの力制iに匹敵し
た摂に対しても安定であり，マウスに対する毒性も 
少し、殺に思われた。しかし乍らこれを Pi'oskauer-
Beckの培養基で抗菌価を測定した場合には全く抗
菌作用がみらられず，その原因・は培養基中の血清十こ
よる不活性化であることが判明した。
考按並がに総括
好熱放線菌の分離は中温放線菌の場合に比して困難であるO 好熱性の有芽胞細菌の集落が湿
潤して拡って放線菌の集落を汚染する事が激しし、故であるO
当研究室に於てはかねてより放線菌分離培地?と Nitrofurazonを添加する選れ培地を考案し
て良結果を得てし、るが，著者はこの培地を好熱放線菌の分離に応用し， 0.002μ 添加で汚染菌を
阻止して放線菌をi111抗的に分離し得た。好熱放線i岩の j~hl合はこの様な選沢培地の使用が絶対に
必要である事を明らかにし得た。
この方法で 2000株の放線菌が分離されたが，そめ菌学的研究と分類は従来この方商の文献が
乏しいために容易で、なかった。
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著者は抗生物質産生株のみについて，これを 14群に分類したが，赤紫色の溶解性色素産生群
とそうでないもの，形態的に Waksman& Corkeの分類による streptomycesと ther-
moactinomyces vこ大別される以外には菌種間の鑑別は中温菌のそれ程顕著でないことが判
った。
著者は従来に記載の明らかでなし、株にあえて新種の命名をしなし、で， 14;J.洋に区分するに止め
たのは，今後この分野の研究の進展を侠つを適当とすると考えたからであるO 分離株の抗生物
質産生株の第一次撰別に於て Antibioticindexが中温菌のそれに比して低いのは予想された
所ではあるが，それでも 25係の有効株のあった事は特筆すべき事実であろう。併し大部分はそ
の抗菌力は低く，液体培地に拍出で、きる程度に物質を産生する株は更に少数に止ったn 叉生菌
抗菌像をみてもグラム陽性菌のみに有効なものが大部分で，抗酸性菌に有効なものがこれに次
ぎ，グラム陰性菌に及ぶものは極く少数の株で、あった。
土壌別には著者が最初期待した堆肥では Antibioticindexが低いのは意外であった。これ
は堆肥中にある菌株が単一のものである事にも関係しよう。温泉土壌が高いことはほぼ予想通
りで、あった。 500 Cで培養する場合，その培地がグリセリンを含んだものがよく，或は糖を加え
なし、ブイヨンの方が力価の高い己と等は中温菌の場合との相違である。
著者が抽出した 4つの抗生物質はその記載はなお充分ではないが今後の研究に依り有望な新
抗生物質が見出される可能性が多分にあると考えられる。
稿を終るに臨み終始御恕篤な御指導と御校閲を賜わった恩師相磯教授に深甚なる謝意を表L，
種々御教示と御援助を戴いた新井助教授に安心より感謝の意を表する。
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